
	第１分科会


自治体の「かたち」を変える

 ― 市民と議員と職員、それぞれの働き方 ― 

	座　　　　長
	黒　岩　正　治
	（自治研中央推進委員・福岡県本部）

	記　　　　録
	伊　藤　昌　弘
	（自治研中央推進委員・愛知県本部）

	
	井　出　哲　夫
	（自治研中央推進委員・香川県本部）

	企画・運営他
	堀　江　淳　一
	（自治研中央推進委員・埼玉県本部）

	
	森　　　信　夫
	（自治研中央推進委員・中央本部総合公共民間局長）


６日(土)９：00～17：00　名古屋国際会議場「会議室234」

	９：00～９：10
	開　会

	９：10～10：30


	基調講演「自治体の『かたち』を変える

　　　　　 ― 市民と議員と職員、それぞれの生き方・働き方 ― 」

	
	　　　　　　　　　　嶋田　暁文（九州大学法学研究院准教授）

	10：30～11：00
	問題提起「新しい自治体のカタチと市民の役割」

	
	　　　　　　　　　　島　久美子（特定非営利活動法人市民フォーラム21・

　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯセンター）

	11：00～11：10
	休　憩

	11：10～12：00
	要請レポート報告

	
	　①　「多治見市議会基本条例について」

	
	　　　　　　　　　　岐阜県本部／多治見市議会議員・

　　　　　　　　　　　　　　　　多治見市職員労働組合連合会　石田　浩司

	
	　②　「地域コミュニティの再構築　～市民と自治体の協働は可能か？～」

	
	　　　　　　　　　　神戸市西区竹の台１丁目自治会・自治会長　絹川　正明

	12：00～13：00
	昼食休憩

	13：00～14：00
	自主レポート・論文報告

	
	　①　「自治基本条例は、どう活かされているか

　　　　～『食育推進計画』策定の課程から考える～」

	
	　　　　　　　　　　北海道本部／平取町職員労働組合・自治研推進委員会

	
	　②　「名古屋市自動車図書館の廃止反対活動の経過報告」

	
	　　　　　　　　　　愛知県本部／自治労名古屋市連合労働組合・教育支部　塩沢　宏之

	
	　③　「新たな分権戦略構築に向けた都道府県の役割研究」

	
	　　　　　　　　　　静岡県本部／静岡県職労連合･静岡県職員組合･行財政研究フォーラム

	14：00～16：00


	パネルディスカッション「市民、議員、職員の働き方

　　　　　　　　　　　　 ― 何が問題で、どう変えるべきか」

	
	　コーディネーター：嶋田　暁文（九州大学法学研究院准教授）

	
	　パネリスト：島　久美子（特定非営利活動法人市民フォーラム21・

　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯセンター）

	
	　　　　　　　　　　石田　浩司（多治見市議会議員／多治見市職員労働組合連合会）

	
	　　　　　　　　　　絹川　正明（神戸市西区竹の台１丁目自治会・自治会長）

	16：00～16：45
	フロアー討議 ― 質問カードへの回答、意見交換 ― 

	16：45～17：00
	全体のまとめ

	17：00
	閉　会


　第１分科会：自治体の「かたち」を変える

　　　　　　　 ― 市民と議員と職員、それぞれの働き方 ― 
	テーマ
	　政権交代後の地方分権改革について、市民・議員・職員の視点から「自治体のかたち」を描き、実現の方策を論じていく。

　また、新たな「自治体のかたち」の中での、市民・議員・職員のあり方を模索しながら、各主体の相互関係の方向性を明確化する。

	特徴的な情勢
	　新たな政府のもと自治法の改正が始まり、また、地域主権戦略大綱の策定をはじめ、新成長戦略・財政運営戦略・新しい公共宣言など、変革の波が矢継ぎ早に迫る中、これまで数々の要求を行ってきた自治労として、政策の具体化に向けた課題整理や内部の調整が求められている。

　結果的に国と地方の関係も新しくなることを意識しつつ、住民とともに自治体づくりの構築を急がなければならない。

	主要論点と実践課題
	●　これまでの「自治体のかたち」はどういうものであり、何が問題であったのか。また、「新しい公共」は何を意味するか

●　あるべき「自治体のかたち」における市民・議員・職員のあり方や相互の関係性はどういうものか

●　地方議会の改革へ ― 議会制度の習熟、議会活動の可能性

●　自治体職員の育成と働き方をみつめなおす ― 研修制度の在り方、地域への関与
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